
平成１６年（２００４年）１１月１０日発行－７－　　（１９９号） 議 会 だ よ り

意

見

書

の

要

旨

日
本
歯
科
医
師
連
盟
（
日
歯
連
）
か
ら
の
ヤ
ミ
献
金
事
件
の
徹
底
解
明
を
求

め
る
意
見
書

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
か
ら
の
１
億
円
の
献
金
を
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に

記
載
し
な
か
っ
た
政
治
資
金
規
制
法
違
反
容
疑
で
、
自
民
党
旧
橋
本
派
（
平

成
研
究
会
）
の
会
計
責
任
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。
国
会
が
証
人
喚
問
を
行
う
な

ど
、
ヤ
ミ
献
金
の
実
態
を
徹
底
解
明
す
る
こ
と
、
ヤ
ミ
献
金
に
よ
っ
て
診
療

報
酬
の
改
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
解
明
す
る
こ
と
及
び
直
ち
に

国
民
の
保
険
料
な
ど
を
原
資
と
す
る
団
体
献
金
を
禁
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
意
見
書

　

国
鉄
改
革
法
に
よ
り
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
移
行
し
て　

年
が
経
過
し
た
が
、

１７

当
時
の
国
鉄
職
員
の
一
部
が
採
用
さ
れ
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
」
が
解
決
し
な
い
ま
ま
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
事

態
で
あ
る
。
日
本
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ　

号
条
約
（
結
社
の
自
由
・
団
結
権
条
約
）、
同

８７

　

号
条
約
（
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
）
を
批
准
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対

９８し
て
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
紛
争
の
早
期
解
決
の
た
め
積
極

的
に
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

人
身
売
買
禁
止
の
た
め
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

　

�
人
身
売
買
は
、
被
害
者
の
尊
厳
と
価
値
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
で
あ

り
、
人
身
売
買
が
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
法
律
に
明
記
す
る
こ
と
。
�
被
害
者

の
救
済
・
保
護
・
援
助
に
つ
い
て
、
必
要
な
法
律
整
備
を
す
る
こ
と
。
�
人

身
売
買
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
メ
デ
ィ

ア
等
を
通
じ
て
の
人
権
教
育
・
啓
発
・
情
報
提
供
等
を
積
極
的
に
行
い
、
被

害
の
予
防
を
図
る
こ
と
。
�
諸
外
国
と
連
携
を
強
化
し
、
人
身
売
買
防
止
を

推
進
す
る
こ
と
。

消
費
者
保
護
法
制
等
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

�
改
正
消
費
者
基
本
法
を
踏
ま
え
、
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
の
早
期
導
入

を
図
る
こ
と
。
�
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
強
化
及
び
電
話
相
談
の
ダ

イ
ヤ
ル
一
元
化
等
を
推
進
し
、
関
連
す
る
制
度
・
施
策
の
確
立
を
急
ぐ
こ
と
。

�
近
年
の
架
空
請
求
・
不
当
ト
ラ
ブ
ル
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

携
帯
電
話
・
預
金
口
座
の
不
正
利
用
防
止
策
を
は
じ
め
、
そ
の
対
応
に
関
係

省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

介
護
保
険
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

�
保
険
料
、
利
用
料
の
免
除
・
軽
減
制
度
を
国
の
恒
久
的
制
度
と
し
て
確

立
す
る
こ
と
。
�
介
護
給
付
費
へ
の
国
庫
負
担
を
現
在
の
４
分
の
１
か
ら
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
�
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
計
画
的
な
増
設
を
行
う
な
ど
、
介
護
基
盤
整
備
を
緊
急
課
題
と
し
て
促
進

す
る
こ
と
。
�
介
護
職
員
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
。
�
高
齢
者
の

「
自
立
支
援
・
介
護
予
防
事
業
」
へ
の
予
算
を
増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
図
る
こ
と
。

米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
に
抗
議
し
、
普
天
間
基
地
の
即
時
返
還
を
求
め
る
意
見

書
　

�
市
街
地
及
び
工
場
上
空
で
の
飛
行
を
中
止
す
る
こ
と
。
�
機
体
の
徹
底

的
な
安
全
点
検
等
を
行
い
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
飛
行
を
中
止
す
る

こ
と
。
�
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
に
つ
い
て
直
ち
に
協
議
し
、
全
面
返
還
を
実

現
す
る
こ
と
。
�
事
故
原
因
を
直
ち
に
究
明
し
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
公

表
す
る
こ
と
。
�
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
沖
へ
の
移
設
計
画
を
廃
止

す
る
こ
と
。
�
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

美
浜
原
子
力
発
電
所
事
故
の
原
因
究
明
と
、
原
子
力
政
策
の
根
本
的
な
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

　

関
西
電
力
美
浜
原
子
力
発
電
所
３
号
炉
で
発
生
し
た
２
次
系
配
管
破
断
事

故
の
徹
底
的
な
事
故
原
因
の
究
明
と
、
原
子
力
政
策
の
転
換
と
根
本
的
な
見

直
し
を
求
め
る
。
�
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
に
つ

い
て
早
急
な
安
全
点
検
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
�
安
全
対
策
体
制
の
見
直
し

と
改
善
を
図
る
こ
と
。
�
原
子
力
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
根
本
的
に
見

直
し
、
国
民
に
開
か
れ
た
議
論
の
上
で
、
脱
原
発
へ
と
転
換
す
る
積
極
的
な

政
策
を
展
開
す
る
こ
と
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
１
＝
改
革　

�
２１

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
３
＝
改
革　

�
２１

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
・
国
土

交
通
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
・
法
務
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
２
＝
自
民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、改
革
連
合
�
、生

１４

活
者
ネ
ッ
ト
�
、民
主
党
�
、市
民
の
党

�
、市
民
自
治
、湧
湧
環
境
ク
、市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
４
＝
改
革　

�
、自
民
党
小
金
井
�

２１

退
席
５
＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、
自

民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
、
内
閣

官
房
・
防
衛
庁
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
改
革
連
合
�
、
生

１４

活
者
ネ
ッ
ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党

�
、市
民
自
治
、湧
湧
環
境
ク
、市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
４
＝
改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

退
席
５
＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、
自

民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
文
部
科
学
・
経
済

産
業
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

閉会中の委員会日程と引き続き審査する案件

多
摩
地
域
の
地
下
水
を
水
道
水
源
と
し
て
安
定
的
に
飲
み
続
け
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

　

多
摩
地
域
の
地
下
水
を
正
規
の
水
道
水
源
と
す
る
こ
と
が
、
認
可
さ
れ
た
。

今
後
は
、
認
可
水
源
で
あ
る
地
下
水
を
正
規
の
保
有
水
源
量
に
算
入
し
、
安

定
的
に
汲
み
上
げ
利
用
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水
を
涵
養
し
、
汚
染
予
防
は

も
と
よ
り
、
汚
染
さ
れ
た
場
合
に
は
除
去
対
策
を
施
す
な
ど
の
対
策
を
と
っ

て
、
大
切
な
地
下
水
を
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
利
用
し
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
住
民
が
安
定
的
に
水
道
水
源
と
し
て
飲
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
積

極
的
に
施
策
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

農
業
委
員
会
の
必
置
規
制
の
堅
持
と
交
付
金
の
維
持
・
確
保
に
関
す
る
意
見

書
　

�
今
後
と
も
、
農
地
法
等
の
法
令
業
務
の
全
国
的
な
統
一
性
、
公
平
性
、

客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
の
農
業
委
員
会
の
「
必
置
規
制
」
を
堅
持
す
る
こ

と
。
�
適
正
な
法
令
業
務
の
執
行
等
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
「
農
業
委

員
会
交
付
金
」
を
維
持
・
確
保
す
る
こ
と
。
�
農
業
委
員
会
の
必
置
基
準
面

積
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
市
町
村
合
併
の
な
い
東
京
都
で
は
基
準

面
積
を
下
回
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
地
域
農
業
に
果
た
す
農
業
委
員
会

の
役
割
を
斟
酌
し
、
引
き
続
き
設
置
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

中
央
自
動
車
道
高
井
戸
・
八
王
子
間
の
料
金
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

　

東
京
都
は
、
首
都
高
速
道
路
公
団
に
対
し
、
出
資
と
無
利
子
貸
付
け
を
行

っ
て
い
る
が
、
当
然
こ
の
中
に
は
三
多
摩
都
民
の
税
金
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
も
そ
も
本
来
は
通
行
料
金
に
よ
っ
て
そ
の
建
設
費
が
償
還
さ
れ
た
時
点
で

無
料
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
央
自
動
車
道
に
つ
い
て
、
永

福
・
三
鷹
料
金
所
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、
経
済
的
効
果
、

そ
し
て
同
じ
東
京
都
民
と
し
て
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
公
団
民
営
化
に
至

る
間
に
、
高
井
戸
・
八
王
子
間
の
料
金
撤
廃
を
強
く
求
め
る
。

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
の
継
続
・
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
事
業
は
２
０
０
５
年
３
月
に
終
了
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
は
、
そ
の
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
明
確
な
方
向

を
示
し
て
い
な
い
。
以
下
の
措
置
を
求
め
る
。

�
現
在
、
実
施
し
て
い
る
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
事
業
を
、
２
０

０
５
年
度
（
平
成　

年
度
）
以
降
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
�
継
続
に

１７

当
た
っ
て
は
、
失
業
者
の
就
労
に
役
立
つ
よ
う
、
実
施
要
領
や
運
用
方
法
な

ど
、
実
施
主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
運
用
し
や
す
い
よ
う
改
善
す
る
こ

と
。

郵
政
事
業
の
民
営
化
に
慎
重
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
郵
政
事
業
は
日
本
郵
政
公
社
が
郵
便
、
貯
金
、
保
険
の
三
事
業
を

全
国
公
平
に
提
供
す
る
と
共
に
、
各
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
り
国
民
生
活
の

安
定
向
上
と
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
過
疎

化
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
今
、
地
方
拠
点
と
し
て
の
郵
便
局
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
役
割
、
重
要
性
、
存
在
意
義
は
益
々
大
き
な
も
の
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
現
行
三
事
業
一
体
の
公
社
形
態
の
成
果
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
拙
速

な
分
割
・
民
営
化
を
行
わ
な
い
よ
う
要
請
す
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
３
＝
公
明
党
�

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
１
＝
改
革　

�
２１

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
農
林
水
産
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
総
務
・
国
土
交
通

大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
公
明
党
�
、
改
革

１８

連
合
�
、
改
革　

�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、

２１

自
民
党
小
金
井
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環

境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
２
＝
市
民
の
党
�

退
席
３
＝
改
革　

�
、
民
主
党
�

２１

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
総
務
・
財
務
大
臣

渡
辺
大
三
議
員
に
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
問
題
に
関
し
、
政
治
倫
理
条
例
に

基
づ
き
自
ら
弁
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

 
「
市
議
会
議
員
の
税
金
と
国
民
年
金
の
納
付
状
況
の
公
開
を
求
め
る
陳
情

書
」
に
は
、
陳
情
提
出
の
背
景
と
し
て
昨
年
３
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
渡
辺

大
三
議
員
の
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
陳
情
審
議
の
過

程
で
、
昨
年
弁
明
を
し
た
平
成　

年
度
ま
で
の
４
年
間
分
の
滞
納
の
ほ
か
に
、

１４

平
成
７
年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
４
年
間
分
の
滞
納
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

１０

と
指
摘
が
さ
れ
た
。
渡
辺
大
三
議
員
に
対
し
、
自
ら
こ
の
問
題
の
疑
惑
を
晴

ら
し
、
市
民
に
対
し
て
誠
意
を
示
す
よ
う
求
め
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
公
明
党
�
、
改
革

１８

連
合
�
、
改
革　

�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、

２１

自
民
党
小
金
井
�
、
市
民
の
党
�

反
対
５
＝
民
主
党
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧

環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

決

議

の

要

旨

議会運営委員会
　平成１６年１０月１９日�午前１０時

▼議会運営に関する議長の諮問事項につ
いて
　平成１６年１１月１６日�午前１０時

▼市議会議員の税金と国民年金の納付状
況の公開を求める陳情書

▼議会運営に関する議長の諮問事項につ
いて
　平成１６年１１月２９日�午後２時

▼①次期定例会（臨時会を含む。）の会期
及び会議日割等、議会運営に関する調
査
　②議会の会議規則、委員会条例等に関
する調査
　③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて

決算特別委員会
　平成１６年１０月２１日�午前１０時
　　　　　　　２２日�午前１０時

　　　　　　　２５日�午前１０時
　　　　　　　２６日�午前１０時

▼平成１５年度小金井市一般会計歳入歳出
決算の認定について

▼平成１５年度小金井市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について

▼平成１５年度小金井市下水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

▼平成１５年度小金井市受託水道事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

▼平成１５年度小金井市老人保健医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

▼平成１５年度小金井市介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

総務企画委員会
　平成１６年１１月２日�午前１０時

▼小金井市の文化芸術振興に関する陳情
書

▼小金井市個人情報保護条例１２条問題陳
情書

▼交通不便地域のためにムーバスの乗り
入れを早急に実現するよう求める陳情
書

▼ムーバスのＪＲ東小金井駅北口乗り入
れを凍結し市民サービス向上のため
「ＣＯＣＯバス」路線の拡充を求める
陳情書

▼政治任用の活用による市役所の活性化
を求める陳情書

駅周辺整備調査特別委員会
　平成１６年１１月４日�午前１０時

▼中央線連続立体交差化及び駅周辺開発
に係る諸問題の調査

厚生文教委員会
　平成１６年１１月１５日�午前１０時

▼小金井市障害者福祉計画に関する陳情
書

▼母子家庭の自立支援を小金井市でも強
力に推進してくださることをお願いす
る陳情書

▼国民が安心して暮らせる年金制度確立
のため、年金改革法の実施中止を求め
る意見書の採択についての陳情書

▼学童保育所の非常勤嘱託職員の採用に
関する陳情書

▼学童保育所の臨時職員の雇用期間に関
する陳情書

建設環境委員会
　平成１６年１１月２６日�午前１０時

▼小金井市廃棄物の処理及び再利用の促
進に関する条例の一部を改正する条例

▼「東京都三多摩地域廃棄物広域処分組
合に情報公開条例制定を求める意見
書」提出に関する陳情書

▼低層型まちづくり条例を求める陳情書

行財政改革調査特別委員会
　閉会中の日程はありません。

▼財政構造改革推進に関する陳情書

▼行財政の改革を推進することに係る諸
問題の調査


